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1 480ノ！ 120” 600” 60” 13．7－16．75．1－6．6
2 360 goo 330 40 6” 7．9－12．3 4．5”
3 240 650 24（｝ 30 5 7．o” 3．8
4 180 450 180 20 4 6．2 3．2
5 120 300 120 10 3 53 2．5



















































































細隙 細隙の巾 細隙間の距離 分　離　度
細隙常敷（k漏i辺　　　x）
〃
1 1．5mln ・生3m司 15．8mm 0．096　、
2 2．2 12．8 15．0 0，101
3 2．4 10．8 13．2
　　　・λ銅5370A，　AO型0，115
4 ㎜ 9．6 12．0 0．127’
天界192 干渉計に盛る天目鶴測． 225
　　　第　　5　圖
a，bはヰルソンの使用した開口
z
疏
殉　爾　　一　　醇　　o　ρ
　　　　　Z
　　　　z
?6
z
　　　　　　　　　　ンガ’
ti　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g
サ　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　ほ
唾駈一一一一一1一一一一多
一”．Z＝　or
??（
Y
b
Z
Z
? 　’i　ノ　　　四s’ 　ノー
一
???
???
　　　　　　ノ
　　　　　　莞
｝『 h皷¥一
　，iz
?
Z
一Y
Y軸は開口の連絡線これに直角に見えるが干渉縞
中心廻折像を示す・形歌は開口の形に從って異る・
226 干渉計に依る天鯉測騰 天界192
　叉近頃フラワ1天文奈でヰルソン氏は，18吋の屈折鏡に干渉計をつけて，
0．”1乃至0．”6光度7．5等迄の星の槻測に成功してみる．細隙（開口）の形歌，
干渉縞の見取圖等は第3圖三野．槻測結果を測」微尺によるものと比較すれば，
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　　　　　　　　　上表は干渉計と測微尺に依る差を示す
　上表で△pの値の比較的大きいのは，極微角の二重星観測では測微尺に依
る揚合でも誤差は胡弓に大で観測困難に起因すると考へられるが，又同時に
干渉計では光度差の旧きV・時と光度の低い星には相當の誤差は止むを得な
い．
　以上の結果から見て二重星に干渉計の舶用は，12吋級の望遠鏡にも可能で，
又設備の至極二二な事より見ても，我國の熱心家は試みられても興味ある問
題であろう。但し，反射望遠鏡にはマイケルソンの試みた檬な2個の開口部
に相回する李面鏡が必要で實際小型望遠鏡には推奨出來なv・，（3四日）
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